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1 月度木曜例会・グループトーキング（2020.1.9）於；茨木市福祉文化センター 

令和 2年の IIN例会は昨年同様、グループトーキングからスタート。6、7人

ずつ 3 グループに分かれて「冬休みの思い出」、「今年の抱負」などをテーマに

英語で語り合いました。外国人留学生を連れて大阪城などを訪れ、しっかり国

際親善に努めた人、100 歳まで健康を保つため 101 項目の目標に挑戦中の人、

家族で手作りの門松を作った人、初詣の神社で家族の幸せを祈った人などさま

ざまでした。それぞれ、元気に年を越し新年にかける意欲も健在のようでした。 

  

 ある女性会員は中国人

留学生の世話をしながら、

年末にはその人を連れて

大阪城を見学、新年には

米国人の家族に着物体験

を楽しんでもらって国際

親善に貢献しました。 

また、別の会員は仏教

伝来の歴史や神道につい

て勉強した内容について語り、他のメンバーから「勉強になった」という感想が

聞かれました。 

 

 85 歳の会員は「100 歳までボケないで元気で生きるために 101 項目にわ

たる目標に“挑戦“している。その中の主なものは①英語のレベルアップ、②歌

や詩吟の練習、③野菜を自ら作り食べる、などの努力をしている」と話しました。

老いてなお盛んな生きざまに感嘆の声があがりました。 

  

女性会員の一人は「主人が中心だけど、門松を自分たちの手で作りました。近

くの山で竹や松などを切ってきて、息子の家の分も含めて計 6本作って飾った。

松や笹の葉、ナンテンなどは山から採ってきて、買ったのは葉ボタンだけ。7つ

の連ダコも作って飛ばし、皆で楽しみました」ということです。 

 もう一人器用な人がいて、「今日、私が着ている服は父の袴と母の着物から自

分で作ったものです」と話し、皆さん「へー！」と感心。 

 

昨年末から断捨離を始めた、という会員は「子供のころからのアルバム整理だ

けでも大変。優柔不断のため思い切って捨てられず、遅々として進みません」。

また、カメラの望遠レンズや絵画の道具、額縁などを整理して売りたいが、リサ
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イクルショップに電話し

て聞くと「その種のモノは

最近、需要が減っているも

のもあり買い取れないか

も。車で取りに行くので回

収費もかかりますし…」な

どと言われ少しがっかり。

で、「スマホのアプリ、メル

カリで売ってみるつもり

です」とか。 

また、「趣味の会、同好会などとの関係を絶つことも迷うばかり」ということ

です。 

ついでに断捨離を英語でどう表現するか、グループのメンバーでいくつかの

表現を辞書で調べ合いました。 

 

「息子夫婦が帰省してにぎやかな正月を楽しんだ」、「新年の抱負は早寝早起き

とスロー筋トレ。これらを実行するつもりです」 

「喪中はおせち料理を控えるようですが、家族のためを考え買ってしまいまし

た」。「スターウォーズ（映画）を孫と一緒に見に行きました」 

「ハイキングが趣味だ

ったけど、ひざを痛め

たため最近は近くの阿

武山（標高 281ｍ）に

登っています」、「今年

もブロークンイングリ

ッシュで頑張ります」。 

 

「ミネアポリスを訪問

するときに備えて、気

が利いた自己紹介ができるよう練習しています」。「歌舞伎を見に行って片岡愛

之助の妻、紀香さんを見ました。背の高い美しい人でした」。 

他にもミュージカルファン、英語の歌の好きな会員のハナシ、年末年始はラグ

ビーやスケートの試合をゆっくりテレビ観戦し、これらのファンになった、など

さまざまな話題で盛り上がっていました。 

                              以上 


